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北海道自治体学会の1998年度総会は6月27日に北大法学部

８番講義室で開かれ、約50人が出席して今年度の事業計画

などを決めました。このなかで、懸案であった事務局所在地

の変更問題で、道の自治政策研修センターに引き受けていた

だけることが報告されました。

■1997年度事業報告・決算報告
（１） 第11回北海道自治体学会フォーラムの開催

　　　（6月28～29日、江差町、315人参加）

（２） 第3回北海道自治体学会政策シンポジウムの開催　

　　　（11月2日、北大、124人参加）

（３） ニュースレターの発行

（４） 総会・運営委員会（計５回）の開催

（５） 地域学習支援事業（１団体）

（６） 地域政策づくり実践塾への支援

決算については、政策シンポジュウムの参加費等の収入増な

どによる残額306,198円を翌年度繰越とする。

■会費の値上げ

年額2,000円の個人会費を同3,000円とするもので、理

由はニュースレター・フォーラム・シンポジウムの充実を

図り、研究会発足に伴う財政支援などが加わったため。

■1998年度事業計画・収支予算計画
（１） 第12回北海道自治体学会フォーラムの開催

　　　（9月26～27日、弟子屈町）

（２）  第４回北海道自治体学会政策シンポジウムの開催　

　　　（11月14.15日、北海学園大学）

（３） ニュースレターの発行（年４回）

（４）総会・運営委員会の開催

（５）  地域学習支援事業

（６）  地域政策づくり実践塾への支援

（７） 研究会活動への支援事業（環境政策・地方議会・食

　　　と農・景観などの研究会にそれぞれ５万円を助成）

予算については、対前年度比62万円増の総額1,722,000

円とする。新規は研究会助成20万円、ホームページ作成

費10万円など。

■運営委員の追加
高橋裕明（北海道町村会）、木村俊昭・加藤修一（以上北

海道自治政策センター）の３人が運営委員に加わりまし

た。

■事務局所在地の変更
連絡体制強化の関係で事務局所在地の変更が課題となっ

ていましたが、知事のご理解もあり、北海道自治政策研修

センター（旧北海道自治研修所）に事務局の窓口を引き受

けていただくことになりました。

連絡先は、江別市文京台700番地「北海道自治政策セン

ター政策研究室」（TEL011-386-8313  FAX011-386-

8326)です。

総会では、同センターの千葉所長から事務局を引き受け

るに当たってのメッセージをいただきました。

■討論「北海道自治体学会の今後のあり方につ

いて」
総会終了後、初の試みとして出席会員による討論が行わ

れました。北海道自治体学会が今後、どうあるべきかを

テーマに、数人ずつ５つのグループに分かれて話し合い

ました。討論では、いろいろと貴重なご意見・提言があり

ましたが、それらについては次号のニュースレターで紹

介します。

1998年度

北海道自治体学会
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運営委員会が合宿研修
（5月16～17日、空知管内北村）

学会の地域活動を充実強化していくために昨年から実施して

いるこの研修は、本年度も25名の運営委員が集合して研修

がおこなわれました。各部会議論と全体議論を通して、次の

通り活動方向の議論がなされました。

▼各部会議論として
▽総務部会

① 各管内ごとの運営委員を中心に、地方活動の情報収集

　と情報提供をおこなう。

② 学会員が地域活動をおこなうために、情報提供と相談

　活動を通して活動の環境づくりを運営委員がおこなう。

　そのための、管内会員のネットワーク形成を進める。

▽企画部会

① 北海道フォーラムについては、全道１区の形態で、開

　催地の地域課題を中心に地元の実行委員会の自主的・

　主体的運営を支援しながら、地域課題の解決方策を研

　究協議する。

② 政策シンポジウムについては、札幌市を会場に、学会

　会員自らの地域政策の実践事例を通して、会員自身の

　政策能力の高まりを求めるものです。したがって、会員

　自らの実践研究発表の場とする。

③ 会員の研究活動を促進するため、次の研究会を立上げ、

　自主活動の拡充を図る。

　・環境政策研究会（幹事：内田）・食と農研究会（幹事：

　中島）・自治体議会研究会（幹事：嶋田）・景観研究会（現

　在検討中）

▽編集委員会）

① 各地の学会員の活動を全道に紹介するために、地区の

　担当者を次の通り決めて、情報収集、提供をおこなう。

　・檜山地区：大阪（江差町）・渡島地区：山本（函館市）

　・胆振地区：上坊時（白老町）・後志地区：片山（ニセ

　コ町）・石狩地区：加茂谷（石狩市）・空知地区：嶋田（南

　幌町）・上川留萌地区：田村（士別市）・北見網走地区：

　今田（北見市）・宗谷地区：小林（中頓別町）・釧路根室

　地区：工藤（釧路市）・十勝地区：三坂（池田町）

②全道・全国的に情報を共有するために、「北海道自治体

　学会ホームページ」を開設を進める。

▼全体討論として
① 北海道自治体学会の今後の充実発展には、政策研究・

　実践活動を基盤に、その理論の積み上げが必要不可欠

　であることから、事務局の固定化が必要。（後日、総会

　で北海道自治政策研修センターに決定）

② 北海道自治体学会フォーラムｉｎ弟子屈では、地元実

　行委員の方向で実施。9月26.27日。会場は釧路管内弟

　子屈町。テーマは「これからの連携の在り方」

③ 政策シンポジウムは、11月14.15日。会場は北海学園

　大学を予定。14日は学会員の地域政策の実践事例を研

　究、15日は講演を予定。

④学会員の拡大については、管内学会員の活動を通して、

　又、各地の土曜講座との連携の中で会員の増加を目指

　す。

⑤年会費2,000円を3,000円にし、地域の研究活動の充

　実強化を図る。

それそれの会員には、各管内の担当運営委員を活用していた

だき、ネットワークを築きながら情報提供を進める。
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っ
ぽ
ろ
『
み
ず
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の
会
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の
み
ず
に
は
、
水
と
Ｍ
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の
意

味
が
あ
り
ま
す
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昭
和
六
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札
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進
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こ
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き
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か
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は
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国
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ネ
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環
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究
委
員
会
」と
い
う
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
へ
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。こ
の
会

に
は
、水
質
汚
濁
、水
環
境
に
関
す
る
研
究
者
あ
る
い
は
業
務
に
関
係
す
る
自

治
体
職
員
等
が
参
加
し
て
お
り
、全
国
の
親
水
公
園
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わ
れ
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打
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た
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と
思
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ま
す
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　地方分権論議が発端となり、全国的に新たな行政スタイ
ル、自治体職員像を求めて、学習熱が昂まりを見せた。北海
道でも時を同じくして、北海道自治体学会の設立、地方自治
土曜講座の開講がされ、自治体職員間のネットワークが飛
躍的に進んだのは言うまでもない。
　月形町もそうした交流を通じて、多くの情報を収集するこ

とができた。「良い事例は大いに参考にしよう！！」を合い言

葉に、平成９年１月から本年４月までに矢継ぎ早に取り組ん

だ三つの事例を紹介することとする。

1　職員政策研修
　月形町は、ここ数年の間に研修制度が目覚しく充実した。

一般会計予算の０．１パーセントを目安に職員の研修に費用

が充てられている。様々な研修メニューの締めというのが

「職員政策研修」と言えよう。

　従来行われてきた職務命令型の研修から、自発的な意思に

基づく政策重視の研修制度への変革を目指したものである。

職員政策研修は、地方分権の到来を見据えて時代の変化に対

応する職員を育成するため、職員が先駆的自治体及びそこで

の事例を研修し、課題発見・解決能力及び政策形成能力の向

上を図ることを目的としている。研修地は当然ながら職員自

ら選定し、５年以上在籍した職員を対象に２人以上４人以内

の職員が４日以内の行程で研修に赴くこととなっている。

　メンバーは総合行政の推進のために横断的な職員構成を目

指し、研修後は、報告書を作成するとともに直接声で他の職

員に貴重な体験を伝える報告会も実施している。その報告書

は必ず研修先にも送られるのである。

　特筆すべきとこるは、これが５年間の時限立法である点で

ある。成果が現れない場合は、その時点で制度は無くなる訳

である。当然、研修を終えた職員の責任も問われることにな

ろう。

これまで、４組１６人の職員が、全国に出向き、まちづくり

グループとの交流、福祉現場での実地研修、イベントへのス

タッフとしての参加など多彩な研修を体験している。また、

初回以降受け継がれているのが、研修地で宿泊をするという

点であり、研修効果をさらに向上させているようである。

2　自己申告人事制度
　泣く子も黙る人事。理事者や人事担当者の伝家の宝刀とい

われ続けてきた人事に職員自らの意見が反映される…一昔前

なら考えもしないことであったろう。人事管理に職員の意向

をくみ入れることで、行政としての組織目標の達成、事務事

業の円滑化が図られることを目指して、人事意向調査が平成

９年３月に制度化された。

　管理職及び病院に勤務する医療職を除き、採用後５年経過、

同一係在籍３年以上の職員（平成１０年度より、同一係在籍

３年以上という要件は廃止）を対象に意向調査が実施された。

　当初、人事に個人の意見が反映できるということは画期的

だとする意見と人事当局による管理の強化・締めつけと受け

取る肯・否両意見が出された。自治体行政内部における職員

参加の一手法であるのは確かであるが、職員自ら望んでセク

ションに就くわけであり、目的達成が必須となることは逃れ

られない。

　今後、技術職など意向を出しても異動が短期にかなわない

ポジションへの検討等もあろうが、職員のモラールアップを

図るこうした制度は、組織の活性化に役立つものと考えられ

よう。

3　主要事業別予算書
　予算原則に基づく自治体の予算書。職員自身も事業の予算

を一目把握出来る人は少ないのではないか。特にソフト事業

を多く抱える部署では、各科目に細かく予算が分かれ全体を

押さえるのは容易なことではない。言うまでもなく、市民が

それを理解するのは至難な技である。

　月形町では、平成１０年から「わたしたちのまちづくり」と

題した主要事業別予算書を作成し、町内全戸に配布した。作

成にあたって、①透明な行政の推進②住民への必要情報の提

供③町政への理解、協力の依頼④所管課（局）事務事業の周

知を視点として、各課の協力を取りつけ完成にこぎつけた。

　現在、行政区（自治会）の代表者に対する説明会や個別の

事業の打合わせ会等の資料として活用をしているが、提供す

る職員としても全体の事業を把握するバイブル書ともなって

いる。これから開催される町政懇談会での活発な活用が望ま

れるところである。

　この取り組みは、一義的には行政情報の共有を目指してい

る訳であるが、個性ある町を創造するためのキーワード”市

民の参加”、”市民と行政の協働”が秘められていよう。今後

ますます、まちの暮らしやすさの追求や、環境への配慮など

行政課題は増大するであろう。これらへの対応は、参加、協

働といった思考が重要となってくる。今後さらに進む財政の

硬直化の中で課題を解決する有効な一方策となろう。

　以上に記した改革の試みは、自主的な学習の場で出会った

恵庭、ニセコ、白老などの仲間からの情報を取り入れたもの

であり、無の状態から月形町がつくり出したものでは決して

ない。参考となる事例は進んで吸収し、その成果を積極的に

知らしめることが、情報を提供してくれた人達へのお礼とな

ろう。

自治体の
自己改革

シ
リ
ー
ズ

月形町

「良い事例は大いに参考にし
よう！！」を合い言葉に、矢継ぎ
早に取り組んだ三つの事例

月形町　五十嵐　克成
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○ 分権時代に求められる議会
　私は、議員として７年間を終えた若造（長老から呼称）で

すが、この間に議会とは何か、何をすべきかを悩みつつも活

動してきました。しかし、議会の慣習や事勿れ主義に壁を感

じて議会の改革の必要性を強く感じるようになりました。同

時に、分権時代という言葉が闊歩し始め、改めて地方の役割

と責任を考えなければならなくなり、その過程で議会情報公

開条例の提案に向けて数人の若手議員と共に勉強をし、政治

家として実行力が期待されていることを考えて提案に踏み切

りました。

　分権型社会とは、住民主体型の社会の確立にあると思って

おりますので、そのためには、行政は勿論のこと、議会も持

てる情報を積極的に公開し、住民に判断材料を提供すること

でなりませんし、税を活用す機関は透明性を確保し住民の信

頼を獲得しなければならない。これらは分権型社会とされる

一部ではありますが、いずれにしても経験によって解決され

る問題は少ないと見ており、議員であっても発案能力のない

人は、議員をやってはいけない時代になると思っています。

　しかし、一般的に地方分権は、行政改革等に見られるよう

に行政についての認識や解説は多く目に耳にするようになっ

てきましたが、議会については皆無に等しいものです。行政

と議会が対等でなければならないとされるのに誠に遺憾なこ

とです。いわば議会は何ら期待されるものではないといわれ

ているようなものではないでしょうか。

　これが真実だとしたら、分権は成功しないだろうし、民主

主義も形だけのものになってしまいます。有権者である住民

が傍観者や評論家ではいられない時代でもあるのかもしれま

せん。

○議会に情報公開条例は必要なのか
　私は、道の情報公開制度検討会委員として条例について良

い勉強の機会を得ることができました。その結果として個人

的には、情報公開条例は、以下２点が満足されれば必要がな

いと考えるようになりました。

　一つは、公の情報は住民のものであり、成熟した社会の分

別が、公開、非公開を判断するであろうと思われる場合、二

つにはその公共団体に憲法たる基本条例を有し「公共情報は

住民のもの」と表記される場合については、条例など作る必

自
治
に
想
う

リレートーク

第7回

要は無いものと思っております。しかし、現実的な考えでは

なく、残念ながら情報についての基準、規範を保持する必要

があり、条例の設置となるわけです。今日までこの条例は、一

般行政を中心に考えられてきましたが、近年は議会の取扱い

について議論されることが多くなってきました。それは、行

政の提案する条例に議会が実施機関として入ったり入らな

かったりすることでも理解されると思います。

　私は、以下３点の理由が整理されたので議会情報公開条例

を提案いたしました。まず１点目は、議会と理事者は対等で

あるべきで、行政の作る条例としての枠に入るべきではない

こと。２点目は、不服審査委員の任命について任命者は理事

者なのか議長なのかが不明となること。ここまでは相互理解

によって議会が実施機関に入ることも可能なのかもしれませ

んが、３点目として非公開決定に対する不服申し立てがあっ

た場合に、行政不服審査法に基づき審査されるのですが、議

会は独立した立法機関であるがために、この法律では議会は

予定されていないと理解されることです。よって、相互理解

が成り立ったとしても、法律的に行政の条例の実施機関には、

議会は列記できないと判断するものです。議会の情報公開を

実行するにあたり、これら諸問題を個別に解決するより、私

達は議会の情報公開条例を可決し時代に対応しようとしてお

ります。

　終わりに、この条例によって政治環境が良くなるとは思っ

ておりませんが、有権者である住民と行政と議会が対等な立

場を保てる一因となることが期待できるところに、議会情報

公開条例を可決するための汗が報われるものと信じておりま

す。

議会情報公開条例の必要性
喜茂別町議会議員　菅原章嗣
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海外研修

NPOの

原点
を訪ねて

Vol.2

アジア
女性シェルターを
訪問して　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　

札幌市議会議員　山口たか

　　　回のサンフランシスコＮＰＯの研修は、５日間で、合

　　　わせて１４カ所のＮＰＯや行政組織を訪問した。アジ

ア系シェルターは唯一男子禁制のＮＰＯであった。

シェルターとは、庇のことだが、夫や恋人からの暴力（ドメ

スティク・バイオレンス即ちＤＶ）から逃れる避難所のこと

である。アメリカでは７０年代開設、現在１，２００カ所と

いわれている。日本では、８０年代から開設されはじめ、札

幌においても昨年民間の女性グループの努力で設立された。

　駆け込みシェルターの必要性と重要性が認識されはじめて

はいるが、まだ、社会的に広く理解が進んでいるとはいいが

たい。駆け込むのは、特別な女性であると思われ、ＤＶは誰

にでも起こり得るという認識は薄い。私が議会でその必要性

について取上げた際の男性議員のヤジは、「夫婦げんかに口を

出すな!!」であった。

　今回訪問したアジア系女性シェルターは、日系三世のベッ

キー・マサキさんたちが、１９８６年ＮＰＯ認可を受け８８

年に開設したＮＰＯが、アジア系の女性の駆け込みが少ない

ことから「独立、自立」の欧米の価値観に対し相互扶助を重

んじるアジア系の女性を対象とするシェルターの必要性を痛

感し開設した。

　　　くて新しい一戸建は、市の助成で１９９４年に購入し

　　　たものだ。訪問した時点では、アジア系、ヒスパニッ

ク系など言葉、食べ物、習慣などのちがう女性や、子供たち、

５家族が緊急避難中であった。経済的、精神的に夫に依存せ

ず生きていけるよう様々なサポートと自立のプログラムが用

意されている。

　アシア２０言語で対応でき、それぞれの国の食材も提供さ

れる。週一回のサポートミーティングやパーティー、共同生

活のための話し合い、カウンセリングなど、当事者のための

プログラムの他、スタッフミーティング、人種差別プログラ

ム、ボランティア研修などが行われている。また、ＤＶだけ

でなく、レズビアン、性転換者などの性的なマイノリティや、

差別待遇を受けている人々への支援にも取り組んでいる。

　　　営の財源は、１５の団体からの助成金など１００万ド

　　　ル。そのほかに、政治家へのロビーイングを展開し、手

法を州法を改正させ、婚姻の際の届出に必要な４０～５０ド

ルの手数料のうち、二分の一がＤＶに対する援助に使われる

ことになった。

　小さい市民活動団体がＮＰＯとして自立していくことは、

ＮＰＯが活発なアメリカにおいても容易なことではない。

　１月２２日に視察した、タイズ財団は全米に２０余りある

「社会変革財団」の一つである。社会的ベンチャーキャピタリ

ストといわれるこの財団は、革新的・先駆的な市民活動にし

ぼって年間１７億円の助成をしている。

　さらに、傘下にインキュベーターとしてのタイズセンター

を作り、技術的な知識やノウハウの指導などを通してＮＰＯ

の立ち上げから自立までを支援している。アジア女性シェル

ターもこのセンターから援助を受けてきた。ＮＰＯは、いっ

たん設立が認められると、税制上の優遇や郵便料金の割引な

ど様々な特典がある。

　　　会変革を目指すＮＰＯに対しても政府や財団が助成す

　　　る。政府を批判したり、社会制度の変革を目指す運動

は、社会を健全に維持していく上で不可欠な存在であると位

置づけている点に、アメリカの草の根民主主義をかいま見た

思いがした。また、日本のＮＰＯにとって、活動資金と拠点

の不足がネックになっていることを考えると、ＮＰＯ法の成

立を追い風として、ＮＰＯ活動を促進するしくみを作り、生

き生きした市民社会の形成を目指したいと思っている。

今

広

運

社

アジア女性シェルターのベッキー・マサキさんと（左から２番目）
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●
各
地
の
ニ
ュ
ー
ス

HOKKAIDOHOKKAIDO

●
〜
主
体
性
の
無
さ
を
嘆
く
よ
り
、着
実
に
変
革

の
１
歩
を
進
め
る
〜

　
昨
年
、空
知
管
内
の
自
治
体
職
員
が
身
近
な
問

題
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、地
域
の
将
来
を
共
に
考

え
る
自
主
研
究
活
動
を
立
上
げ
ま
し
た
。分
権
時

代
に
お
け
る
自
治
体
職
員
の
意
識
改
革
と
地
域
住

民
参
加
の
議
論
の
場
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
、

昨
年
３
回
の
学
習
会
を
持
ち
ま
し
た
が
、今
年
は

年
６
回
と
な
り「
市
民
権
」を
得
る
べ
く
活
動
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。注
目
す
べ
き
は
こ
の
内
３
回
が

直
接
道
職
員
が
講
師
に
な
る
、つ
ま
り「
道
政
策
を

直
接
道
民
と
議
論
す
る
」形
態
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
市
町
村
職
員
に
は
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
だ
と
思
い
ま
す
。地
域
の
住
民
と
道
職

員
と
が
直
接
対
決
す
る
こ
と
は
、道
の
政
策
に
お

け
る
市
町
村
職
員
の
在
り
方
が
、直
接
住
民
の
目

に
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。時
に
は
市
町
村
職

員
の
能
力
が
、道
の
政
策
を
理
解
す
る
状
況
に
な

く
て
、道
の
政
策
の
趣
旨
を
正
し
く
住
民
に
情
報

提
供
し
て
い
な
い
こ
と
が
バ
レ
ル
か
も
し
れ
な
い

か
ら
で
す
。今
、市
町
村
の
職
員
が
自
立
す
る
に

は
、道
職
員
の
こ
う
し
た
奮
起
が
必
要
な
の
で
す
。

実
行
委
員
会
の
職
員
の
意
識
に
大
い
に
学
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。（
空
知
セ
ミ
ナ
ー
２１
実
行
委

員
会
　
大
井（
南
幌
町
職
員
）。世
話
役
幹
事（
道
職

員
））

●
公
益
信
託
函
館
色
彩
ま
ち
づ
く
り
基
金
の
設
定

５
周
年
を
記
念
す
る「
市
民
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
６
月
２０
日
に
函
館
市
で
開

催
さ
れ
た
。記
念
講
演
で
は
、岩
見
沢
の
鉄
道
復
興

を
考
え
る
会
か
ら
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
か
ら
展
開
し
て
い

る
市
民
自
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
が
紹
介
さ
れ

た
。引
き
続
き「
西
部
地
区
に
住
む
」を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
入
り
、同
地
区
で
コ
ー
ポ
ラ

テ
ィ
ブ
住
宅
の
実
現
を
目
指
す
助
成
団
体
等
が
討

論
に
参
加
し
て
、同
地
区
に
居
住
す
る
意
義
や
今

後
の
取
り
組
み
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　
同
基
金
の
助
成
活
動
で
は
、こ
れ
ま
で
も
建
物

の
ペ
ン
キ
塗
り
替
え
を
は
じ
め
と
し
た
広
範
な
ま

ち
づ
く
り
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、今
後
さ

ら
に
、具
体
的
な
住
ま
い
づ
く
り
の
実
践
な
ど
が

展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。（
函
館
　
山
本
：
函

館
か
ら
ト
ラ
ス
ト
事
務
局
連
絡
先
：01

3
8
-5
2
-

8411

）

●
４
年
前
の
地
方
自
治
土
曜
講
座
か
ら
、今
で
は

釧
路
、道
北
、空
知
、十
勝
、オ
ホ
ー
ツ
ク
と
６
圏
域

で
土
曜
講
座
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。自

治
体
職
員
を
中
心
と
し
た
学
習
意
欲
の
顕
在
化
と

い
う
よ
り
も
、地
域
づ
く
り
と
い
う
接
点
に
よ
り

結
集
し
た
の
で
は
と
考
え
る
。

　
広
い
面
積
に
お
け
る
北
海
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
は
困
難
な
も
の
が
あ
る
。土
曜
講
座
を
中

心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
網
）は
、人
と
人
の
リ

ン
ケ
ー
ジ（
鎖
）が
、よ
う
や
く
繋
が
り
か
け
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。今
ま
で
は
鎖
が
弱
い
の
に

網
を
広
げ
よ
う
と
し
た
た
め
に
、確
立
さ
れ
か

か
っ
た
網
も
ほ
こ
ろ
び
て
し
ま
っ
た
。今
度
は
、一

つ
一
つ
の
網
、人
と
人
と
の
強
い
鎖
か
ら
で
き
た

網
、そ
し
て
大
き
な
網
よ
り
大
切
な
網
を
つ
く
る

こ
と
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。形
骸
化
し
た

大
き
な
網
よ
り
も
地
域
づ
く
り
と
い
う
郷
土
愛
、

大
志
を
共
有
で
き
る
鎖
を
望
み
た
い
。（
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
方
土
曜
講
座
　
代
表
運
営
委
員
　
今
田
芳
春

（
北
見
市
））

●
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
土
曜
講
座
だ
が
く
し

ろ
管
内
で
は
初
め
て
政
策
形
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
企
画
し
た
。学
習
か
ら
何
を
得
る
か
と
い
う
課

題
を
背
負
い
な
が
ら
、地
域
の
課
題
を
生
み
出
し

解
決
す
る
た
め
自
治
体
職
員
と
し
て
何
が
で
き
る

か
と
言
う
原
点
に
戻
る
作
業
だ
っ
た
。コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
ご
存
じ
世
古
一
穂
さ
ん
で
、恐
い
者

見
た
さ（
？
）の
物
好
き
２１
人
が
集
合
し
た
。

　
各
自
、「
自
分
が
し
た
い
こ
と
」を
発
表
し
て
全

員
に
よ
る
公
開
審
査
と
公
開
投
票
の
結
果「
自
治

体
職
員
の
天
下
り
禁
止
」「
チ
ー
ズ
工
房
の
建
設
」

「
老
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
」「
身
障
者
の

ト
イ
レ
建
設
」の
４
点
を
選
び
、自
分
が
投
票
し
た

テ
ー
マ
ご
と
に
別
れ
課
題
解
決
の
た
め
の
議
論
に

入
っ
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
で
は
提
案
し
た
人
に
更
に
詳
細
な

話
を
求
め
、情
報
を
共
有
し
て
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
更
に
深
め
た
。提
案
者
に「
あ
な
た
の
希
望
に

対
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
」す
る
と
い
う
方
法
で
参
加

者
全
員
で
発
表
し
た
。内
容
は
個
人
の
セ
ン
ス
が

出
た
感
じ
で「
ハ
ー
ド
」か
ら「
ソ
フ
ト
」や「
枠
組

み
」か
ら「
市
民
委
員
会
」ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
た

内
容
だ
っ
た
。各
人
が
発
表
し
た
後
、全
員
で
点
数

を
評
価
す
る
荒
治
療
の
結
果
、ほ
ぼ
満
点
に
近
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
っ
た
り
赤
点
ギ
リ
ギ
リ
の
点
数

も
あ
り
自
分
の
能
力
を
再
評
価
す
る
場
面
も
あ
っ

た
。

　
政
策
を
あ
ま
り
難
し
く
考
え
な
い
で
希
望
の
物

を「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」す
る
手
法
を
取
り
入
れ
方
法
は

今
後
、大
変
参
考
に
な
る
と
感
じ
た
参
加
の
デ
ザ

イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。（
釧
路
　
工

藤
）

●
追
分
町
マ
チ
お
こ
し
研
究
会
は
、川
と
水
の
活

性
化
を
求
め
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。特
に
町
内

を
二
分
す
る
よ
う
に
流
れ
る「
安
平
川
」に
こ
だ
わ

り
を
持
ち
、九
三
年
か
ら
始
め
た「
安
平
川
フ
ォ
ー

ラ
ム
」は
、自
然
と
の
共
生
を
目
指
す
事
業
で
、水

生
生
物
に
よ
る
分
布
状
況
に
よ
る
水
質
の
汚
れ

を
、町
内
の
源
流
部
、上
流
部
、中
流
部
、の
三
地
点

と
生
活
雑
排
水
の
落
口
を
合
わ
せ
た
調
査
を
実
施

し
、町
民
が
川
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
と
、フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
学
習
会
だ
け
で
は
な
く
、カ
ヌ
ー
や
魚

釣
り
を
通
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
三
年
前
、町
内
の
小
中
高
校
生
六
○
名
を
対
象

に
川
の
イ
メ
ー
ジ
を
探
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、川
で
遊
ん
だ
子
供
達
は
一
割
で
、

逆
に
九
割
の
子
供
達
は
川
遊
び
の
で
き
る
綺
麗
な

川
を
望
ん
で
お
り
、マ
チ
研
で
は「
ク
リ
ー
ン
安
平

川
の
日
」を
設
定
し
て
生
活
雑
排
水
の
落
口
に
、会

員
が
自
ら
焼
い
た
木
炭
を
活
性
炭
と
し
て
使
用
し

環
境
に
優
し
い
水
質
浄
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
追
分
町
マ
チ
お
こ
し
研
究
会  

代
表
　
工
藤

　
隆
男
）（
白
老
　
上
坊
寺
）

「空知セミナー21」
は２年目を迎へ、
道職員によって市
町村職員が変わ
る。

始動する市
民の手によ
る住まいづ
くり

今こそ北海道リンケージの
構築に向けて

政
策
形
成
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は

大
成
功
？

川と水の活性化
を求めて

函館

空知

オホーツク

追分

釧路
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●
大
都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
口
還
流
等
を
Ｕ
タ
ー

ン
、Ｊ
タ
ー
ン
、Ｉ
タ
ー
ン
と
い
う
。移
住
希
望
者

の
目
的
は
、新
規
就
農
や
田
舎
暮
ら
し
等
で
あ
る

が
、こ
れ
は
、地
方
で
し
か
叶
え
ら
れ
な
い
生
活
環

境
へ
の
憧
憬
に
起
因
し
て
い
る
。

　
で
は
、受
け
入
れ
る
側
の
地
域
や
企
業
に
ど
の

よ
う
な
効
果（
メ
リ
ッ
ト
）が
あ
る
の
か
。少
子
・
高

齢
化
の
急
速
な
進
行
も
あ
り
、地
域
の
活
力
不
足

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、行

政
も
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る

が
、移
住
者
の「
活
力
」に
期
待
す
る
声
も
大
き
い
。

ま
た
、企
業
は
即
戦
力
を
期
待
し
て
い
る
。　
広
域

行
政
を
担
当
す
る
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
が
事
務

局
と
な
り
、「
十
勝
圏
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」が
二
泊

三
日
で
実
施
さ
れ
た
。首
都
圏
か
ら
一
般
コ
ー
ス

と
農
業
コ
ー
ス
を
合
わ
せ
て
十
家
族
が
参
加
し
、

現
在
ま
で
に
三
家
族（
七
人
）が
十
勝
に
移
住
し

た
。　
今
年
も
九
月
二
五
日
か
ら
二
七
日
ま
で
の

日
程
で「
ツ
ア
ー
」が
実
施
さ
れ
る
。　
そ
の
他
、十

勝
で
は
支
庁
推
進
事
業
と
し
て
、地
域
に
お
け
る

人
材
ニ
ー
ズ
、企
業
受
け
入
れ
体
制
等
の
調
査
や

情
報
提
供
、首
都
圏
に
お
け
る
移
住
相
談
会
な
ど

も
開
催
さ
れ
る
。十
勝
は
移
住
者
に
と
っ
て
開
放

的
な
地
域
で
あ
り
、こ
う
し
た
事
業
に
進
取
の
精

神
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
様
な
取
り
組
み
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
も
、魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
も
と
め
ら

れ
る
。（
十
勝
複
合
事
務
組
合
　
竹
田
浩
幸
）

●
名
寄
市
で
は
、第
４
次
総
合
計
画（
１
９
９
８
〜

２
０
０
７
年
）の
策
定
を
契
機
に
、新
し
い
市
民
参

加
シ
ス
テ
ム
と
し
て
市
内
一
六
地
区
で
市
民
一
八

九
名
を
地
域
ま
ち
お
こ
し
委
員
に
委
嘱
し
、地
域

担
当
の
市
職
員
八
○
名
と「
地
区
ま
ち
づ
く
り
会

議
」を
構
成
し
て
、市
民
も
職
員
も
同
じ
生
活
者
の

視
点
で
様
々
な
政
策
課
題
提
起
か
ら
提
言
ま
で
検

討
す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
公
開
し
な
く
し
て
参
加
な
し
…
と
言
わ
れ
、行

政
に
は
そ
の
工
夫
と
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。「
公

開
」に
は
、行
政
内
部
に
政
策
の
成
果
や
課
題
等
の

行
政
情
報
開
示
シ
ス
テ
ム
が
、ま
た「
参
加
」に
は

市
政
へ
の
市
民
参
加
機
会
の
提
供
シ
ス
テ
ム
が
必

要
で
す
。名
寄
市
の「
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
」は
、

要
項
を
定
め「
恒
常
的
な
市
政
へ
の
参
加
」の
取
り

組
み
と
し
て
行
う
も
の
で
、そ
の
成
果
は
政
策
形

成
へ
と
循
環
・
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の

で
す
。（
名
寄
市
　
松
尾
）

●
檜
山
版
、地
域
政
策
セ
ミ
ナ
ー（
土
曜
講
座
）が

平
成
八
年
か
ら
二
ヶ
年
、桧
山
支
庁
が
中
心
と
な

り
開
催
さ
れ
た
。今
年
度
は
檜
山
一
○
町
で
構
成

さ
れ
て
い
る
檜
山
広
域
行
政
組
合
が
主
催
と
な

り
、地
域
の
実
践
的
な
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
、自
治

体
職
員
・
議
員
・
市
民
の｢

意
識
改
革
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
三
回
に
わ
た
っ
て
開
催
す
る
。

　
第
一
回
目
は
八
月
八
日
に
檜
山
一
○
町
す
て
が

過
疎
地
域
の
指
定
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、奈

良
女
子
大
学
の
長
島
俊
介
教
授
を
招
き「
生
活
環

境
の
安
定
と
暮
ら
し
や
す
さ
」に
つ
い
て
、第
二
回

目
は
新
幹
線
・
縦
貫
道
・
地
域
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
な
ど

の
変
化
を
捉
え「
交
通
環
境
の
変
化
と
地
域
振

興
」。第
三
回
目
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及

を
捉
え「
情
報
環
境
の
変
化
と
地
域
」を
そ
れ
ぞ
れ

テ
ー
マ
と
す
る
。

　
ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
回
の
二
講
目
は
、「
地
域
産

業
振
興
の
新
し
い
視
点
」を
テ
ー
マ
に「
農
業
・
水

産
業
・
商
工
業
の
新
し
い
動
き
」の
講
演
を
組
み
込

む
形
に
し
て
い
る
。今
後
の
檜
山
版
、土
曜
講
座
の

あ
り
方
に
つ
い
て
自
治
体
職
員
が
主
導
と
な
っ
た

開
発
手
法
で
は
な
く
、市
民
と
一
体
と
な
っ
た
開

催
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。静
か
に
確
実
に
歩
も
う

と
し
て
い
る「
檜
山
」に
ご
注
目
を
！

（
江
差
：
大
阪
発
）

●
道
新
紙
上
で
、昨
年
来「
北
海
道
を
考
え
る
二
一

人
委
員
会
」の
討
論
が
断
続
的
に
登
場
し
て
い
る
。

こ
の
委
員
会
で
は
道
内
各
界
で
活
躍
す
る
二
一
人

が
年
間
七
〜
八
回
集
い
、二
一
世
紀
の
北
海
道
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。「
地

域
」「
共
生
」「
幸
せ
な
家
族
」の
三
分
科
会
に
分
か

れ
て
い
る
が
、自
治
体
職
員
関
連
で
は「
地
域
」に

中
島
興
世
氏
、「
共
生
」に
高
橋
純
一
氏
が
参
加
。

「
家
族
」で
は「
子
育
て
な
ら
白
老
で
」と
地
元
役
場

職
員
と
連
携
、奮
闘
し
て
い
る
中
谷
通
江（「
子
育

て
通
信
」発
行
人
）も
メ
ン
バ
ー
。

　
六
月
二
六
日
に
開
か
れ
た「
地
域
」分
科
会
で

は
、日
本
青
年
会
議
所
道
地
区
協
議
会
会
長
で
あ

る
明
円
直
志
が
、九
七
年
に
北
海
道
Ｊ
Ｃ
が
ま
と

め
た「
北
海
道
二
一
二
市
町
村
の
収
支
と
支
出
」と

い
う
デ
ー
タ
ー
集
を
示
し
な
が
ら
、地
域
の
自
律

の
た
め
の
行
政
単
位
の
抜
本
的
見
直
し
と
、北
海

道
に
と
っ
て
自
律
の
テ
コ
と
な
る
産
業
と
し
て
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
起
し
た（
七
月
二
日
付
紙
面
に

詳
報
）。

　
氏
は
八
五
年
頃
か
ら
活
発
に
提
言
活
動
を
し
て

い
る
の
で
、ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
が
、現
時

点
の
状
況
を
踏
ま
え
直
し
、多
様
な
立
場
か
ら
率

直
な
意
見
を
ぶ
つ
け
合
う
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

Ｐ
Ｒ
め
い
て
恐
縮
で
す
が
、委
員
会
運
営
関
係
者

の
一
人
と
し
て
、「
地
域
」に
つ
い
て
問
題
提
起
し

て
い
る
、こ
ん
な
場
も
あ
る
こ
と
を
少
々
ご
紹
介

ま
で（
も
ち
ろ
ん
委
員
会
の
議
論
に
対
す
る
意
見

投
稿
は
大
歓
迎
で
す
）。

●
石
狩
市
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
は
、こ
の
六
月
に

発
足
し
た
ば
か
り
の
、正
式
名
称
も
決
ま
っ
て
い

な
い
、出
来
立
て
の
ほ
や
ほ
や
の
会
で
す
。参
加
者

は
、市
の
若
手
か
ら
中
堅
職
員
ま
で
、二
○
名
ほ
ど

で
、月
一
回
第
二
火
曜
日
に
会
合
を
開
い
て
い
ま

す
。人
数
が
比
較
的
多
い
せ
い
か
、な
か
な
か
目
標

を
定
め
ら
れ
な
い
現
状
で
す
が
、「
ま
ち
を
良
く
し

た
い
、こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
こ
と
を
み
ん
な
で
考

え
た
い
」と
い
う
基
本
的
な
考
え
は
共
通
し
て
い

る
の
で
、徐
々
に
方
向
性
も
見
え
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。私
も
、自
治
体
学
会

や
、土
曜
講
座
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
早
三

年
に
な
り
ま
し
た
。そ
ろ
そ
ろ
何
か
行
動
を
起
こ

し
た
い
、起
こ
さ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
自
治

体
職
員
の
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。い
ざ
行
動
を

起
こ
し
て
し
ま
う
と
、ま
た
新
た
な
悩
み
は
尽
き

な
い
の
で
す
が
、何
と
か
な
る
も
の
で
す
ね
。ま
ず

は
、仲
間
を
一
人
見
つ
け
て
、始
め
ま
せ
ん
か
？

（
石
狩
：
加
茂
谷
発
）

広域で進め
る十勝へのＩ
ＪＵ（移住）誘
致事業

自
治
を
高
め
る
…
・

市
政
へ
の
市
民
参
加
と

「
地
区
ま
ち
づ
く
り
会

議
」取
り
組
み

地域政策セミナー～
檜山地域の課題解
決に向けて～

石
狩
市
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
発
足

 「21人委員会」
で提起される地
域の視点

十勝

名寄

檜山

北海道

石狩
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年１回、北海道自治体学会と開催地域が共催し、学習研究

報告と交流意見交換を中心に開催している北海道フォーラ

ムが今年は道東の弟子屈町で開催されます。詳細のご案内

は後日、実行委員会より送付されますが、骨格が決定した

のでご案内します。

◎自治体学会北海道フォーラム in 弟子屈

●開催日時：平成10年9月26.27日

●開催場所：釧路管内弟子屈町

●テーマ「ここ（個処）から始まる連携」

◯事例紹介

（地域と広域的行政の連携）

　産業廃棄物問題は全国各地で問題になっているがほとんどの自

治体側が敗訴している。現状の法と北海道の条例、要綱等で係争

した経緯を検証し、いま何が問題で何が必要なのかを北海道環境

室廃棄物対策課の千葉祐司さんが報告。

（組織と行政の連携）

　SOSネットワークは痴呆老人の徘徊行動の事故を未然に防ぐ

ため、ラジオ、タクシー無線やパトカー等の広範な組織を巻き込

んで捜索するシステム。釧路管内で行政機関や民間を巻き込み広

域的な活動を展開しているたんぽぽの会代表岩渕雅子さんが事例

報告。

（地域と行政の連携）

　厚岸湾の水質を保全するため合成洗剤を中止して「せっけん」を

使用してもらうために、自治体が家庭に費用の２５％補助を出す

制度を制定した厚岸町。「消費者」という観点より「生活者」という

視点で地域の「水産業と環境」が連携した事例を厚岸せつけんの会

事務局の室崎正之さんが報告。

自治体学会北海道フォーラム in 弟子屈

◯基調講演予定

　辻山幸宣　中央大学法学部教授

　講演内容「地方分権とこれからの連携課題」　

　～　地域、組織、行政のさまざまな連携のあり方　～　

　　

1Section

＠分科会

・第１分科会　

　産業廃棄物問題で住民活動がどの様に組織化して運動を構築して

いったか、法令の壁が厚く打破できなければ前進しないが、住民運

動としては広範な住民に理解された運動を展開を検証します。

　予定講演者：千葉祐司さんと横谷絢子さん（釧路のゴミ問題を考え

る会）

・第２分科会

　SOSネットワークやリフォームデザイングループを設立して建築

士、保健婦、作業療法士、理学療法士、ケースワーカーが障害者、

老人の住宅改造を実践している事例を通し、高齢者社会の在り方を

考えます。 　

　予定講演者：岩渕雅子さんと工藤好子さん（釧路市役所保健婦）

・第３分科会

　厚岸湾の水質を保全するため石鹸使用推進と摩周湖の水質監視を

しているボランティアグル ープやパークレンジャーの事例をとお

し、暮らしと連動した自然保護の在り方を考えます。　 　

　予定講演者：室崎正之さんと細川音治さん（てしかが自然史研究

会）

＠夜なべ談義（様々な環境からの視点）

様々な連携を模索しているテーマから話題提供をしていただきま

す。

第１談義（自然連携を考える）　

　河川からの連携

河川の上流と下流の連携を尻別川の連携報告と釧路川川の駅や西

別川の植樹事例と白糠町の川の再生、浄化意識をもたらした鮭釣

り（市民活動、漁業者、産業界の連携）などの事例を談義する。

第２談義（学習連携を考える）　

コーデイネーター：川村喜芳（北海道町村会） 　　

　学習からの連携（土曜講座の連携：桧山、北見、南幌、上川、く

しろの各実行委員） 今、北海道は学習ブームだがこれはいつまで

続くのか、いつまでも学習で良いのだろうか？学習から何が生ま

れたか？を検証し、今後、土曜講座はこれからどこにいくのかを

考える。

第３談義（広域連携を考える）

プレゼンテーション：くしろ管内自治体学会実行委員

　管内や北海道を考える上での広域コミュニケーションの手法と

して、デジタル環境が考えられます。広域環境指標マップなどの

作成作成事例をとおし、デジタルからの連携を考える。
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「ここ（個処）から始まる連携」
をテーマに道東、弟子屈町で開
催。フォーラムの骨格が決まる！


